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伝統伝統のの観光行事復活観光行事復活へへ
令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
４
日（
月
）～
13
日（
水
）で
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
議
題
は
令
和
４
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
、条
例
改
正
、補
正
予
算
、

専
決
処
分
等
を
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
認
定
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

◆
決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。（
４
～
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

◆
一
般
質
問
は
６
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。（
10
～
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

一般会計補正予算 一般会計補正予算 55億億2,9242,924万円増額万円増額

主な事業は
？

事　　　業 内　　　容 金　額

給食事業 中学校給食室コンベクションオーブン更新 402万円

保育園維持管理事業 向原保育園西側門扉等の修繕 62万円

観光振興事業 西丹沢もみじ祭り等イベント用備品購入
　　　　　　　　　　　　　（観光協会へ助成） 244万円

道路新設改良事業 町道洒水の滝入口線等の改良工事 228万円

財政調整基金積立金 令和 6 年度当初予算の補てん財源として積み立て 2億円

公共施設整備基金積立金 今後の公共施設の整備として積み立て 1億5000万円
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涼
し
い
部
屋
で
快
適
に

老
朽
設
備
は

計
画
的
な
修
繕
を

い
よ
い
よ
復
活
「
千
人
鍋
」

　

や
ま
き
た
こ
ど
も
園
の

エ
ア
コ
ン
更
新
工
事
に
際

し
、
故
障
し
た
原
因
と
今

後
の
対
策
は
。

　

保
育
園
費
の
設
備
維
持

管
理
工
事
の
詳
細
は
。

　

観
光
振
興
事
業
２
４
４

万
円
の
使
途
は
。

　

会
場
変
更
に
関
し
、
駐

車
場
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
等
、

運
営
に
お
け
る
対
策
は
万

全
か
。

　

給
食
費
の
コ
ン
ベ
ク

シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
更
新
工

事
の
詳
細
は
。

　

修
繕
対
応
時
は
、
こ
ど

も
た
ち
の
安
全
は
ど
う
確

保
さ
れ
た
の
か
。

《
専
決
処
分
》

《
一
般
会
計
補
正
予
算
》

こ
ど
も
教
育
課
長　

わ
か
ば
園

舎
の
エ
ア
コ
ン
２
台
の
更
新
を

実
施
し
た
。

　

経
年
劣
化
に
よ
る
故
障
が
主

な
原
因
で
、
同
時
期
に
設
置
し

た
機
種
も
あ
る
た
め
、
今
後
は

当
初
予
算
で
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

こ
ど
も
教
育
課
長　

向
原
保
育

園
西
側
の
伸
縮
型
門
扉
の
修
繕

で
あ
る
。

　

令
和
５
年
の
初
め
に
不
具
合

が
生
じ
た
が
、
園
児
が
出
入
り

す
る
場
所
で
は
な
い
の
で
、
当

初
予
算
に
は
計
上
し
な
か
っ
た
。

商
工
観
光
課
長　

５
年
ぶ
り
に

開
催
予
定
の
、
西
丹
沢
も
み
じ

祭
り
に
利
用
す
る
テ
ン
ト
等
の

備
品
購
入
に
対
す
る
観
光
協
会

へ
の
助
成
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
会
場
は
中

川
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ン
タ
ー
を

使
用
し
て
い
た
が
、
今
年
度
か

ら
雨
天
等
緊
急
事
態
に
対
応
可

能
な
旧
三
保
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
変
更
す
る
。

商
工
観
光
課
長　

来
場
者
の
駐

車
場
は
、
三
保
郵
便
局
の
局
下

駐
車
場
や
旧
三
保
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
利
用
を
予
定
し
て

い
る
。

こ
ど
も
教
育
課
長　

山
北
中
学

校
給
食
室
に
あ
る
コ
ン
ベ
ク

シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
で
、
焼
き
物

を
作
る
調
理
器
具
に
な
る
。

　

令
和
４
年
か
ら
不
具
合
が
多

発
し
、
焼
き
ム
ラ
や
タ
イ
マ
ー

故
障
に
よ
り
、
調
理
員
が
手
動

調
理
で
対
応
し
て
い
た
。

こ
ど
も
教
育
課
長　

６
月
末
日

に
不
具
合
発
生
の
連
絡
を
受

け
、
７
月
中
旬
に
完
工
し
た
。

　

そ
の
間
約
２
週
間
、
こ
ど
も

た
ち
は
他
の
部
屋
へ
移
動
さ
せ

対
応
し
た
。

　

こ
ど
も
の
安
全
安
心
確
保
の

た
め
、
リ
ス
ク
管
理
を
図
り
な

が
ら
し
っ
か
り
対
応
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

令和５年 第３回定例会

快適快適なな教育環境教育環境とと

新会場であの賑わいを再び！

涼しいお部屋でおいしいごはん
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入湯税
0.1%

市町村たばこ税
2.9%

軽自動車税
2.4%

固定資産税
56.5%

町民税
38.1%

【令和４年度 町税内訳】

？？？あの事業はあの事業は
どうだったどうだった 決算審査
令和４年度　一般会計・特別会計・水道事業会計歳出決算額

� 101億9753万円
令和４年度の一般会計及び各特別会計・水道事業会計について、
９月８日、１１日の決算特別委員会（遠藤和秀委員長）で審議した。
主な質疑は以下のとおり。

遠藤和秀委員長

町
税
の
安
定
徴
収
に
向
け
て

デ
ジ
タ
ル
社
会

へ
の
取
組
み

ヤ
マ
ビ
ル
対
策

大
丈
夫
か

　

町
税
の
（
※
１
）
収
入

未
済
額
に
対
す
る
今
後
の

取
組
み
は
。

　
ま
た
、（
※
２
）
不
納
欠

損
額
の
減
少
要
因
は
。

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金

の
使
途
と
デ
ジ
タ
ル
化

（
D
X
推
進
）
に
向
け
た
今

後
の
取
組
み
は
。

　

野
生
動
物
等
保
護
管
理

事
業
の
内
、
ヤ
マ
ビ
ル
や

マ
ダ
ニ
対
策
等
の
現
状
と

今
後
の
対
策
は
。

　

行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
推

進
事
業
は
、
町
の
情
報
発
信

向
上
の
た
め
、
積
極
的
に
推

進
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

《
一
般
会
計
》

（
※
１
）
収
入
未
済
額
と
は

  

５
月
末
ま
で
に
納
付
さ
れ

な
か
っ
た
金
額
の
こ
と
。

（
※
２
）
不
納
欠
損
額
と
は

  

滞
納
分
の
徴
収
金
が
徴
収

で
き
な
く
な
り
、
消
滅
し
た

金
額
の
こ
と
。

商
工
観
光
課
長　

国
か
ら
60
万

円
の
交
付
を
受
け
、
洒
水
の
滝

Ｐ
Ｒ
事
業
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン

動
画
撮
影
な
ど
に
利
用
し
た
。

企
画
総
務
課
長  

今
後
、
D
X

推
進
に
向
け
、
国
や
県
な
ど
か

ら
専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
材

の
支
援
等
を
受
け
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

環
境
課
長　

令
和
４
年
度
は
岸

地
区
を
除
く
エ
リ
ア
で
ヤ
マ
ビ

ル
の
生
息
を
確
認
し
た
。
駆
除

剤
を
購
入
し
、
こ
れ
ま
で
16
自

治
会
に
配
布
を
し
て
い
る
。

  

ま
た
、
マ
ダ
ニ
に
つ
い
て
は

現
在
特
に
対
策
は
取
っ
て
い
な

い
が
、
大
野
山
な
ど
に
多
く
分

布
し
て
い
る
報
告
も
あ
る
。
今

後
、
関
係
機
関
と
も
情
報
共
有

を
図
り
な
が
ら
対
応
を
検
討
し

て
い
く
。

地
域
防
災
課
長　

使
い
づ
ら
い

と
の
声
も
聞
く
た
め
、
修
正
や

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
現
行

シ
ス
テ
ム
導
入
か
ら
10
年
が
経

過
す
る
の
で
、
今
後
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
も
検
討
し
て
い
く
。

町
民
税
務
課
長　

収
入
未
済
額

は
例
年
並
み
で
変
化
が
見
ら
れ

な
い
。
今
後
も
金
額
が
少
な
い

う
ち
に
速
や
か
に
納
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
粘
り
強
く
交
渉
し

て
い
く
。

　

不
納
欠
損
額
は
、
令
和
３
年

度
に
県
の
短
期
派
遣
職
員
が
、

対
象
案
件
を
整
理
し
た
関
係
で

令
和
４
年
度
の
金
額
が
抑
え
ら

れ
た
。

駆除剤配布でヤマビル撃退！
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町
の
将
来
計
画
を
明
確
に

脱
炭
素
社
会

に
向
け
て

広
が
る
公
園
整
備　
そ
し
て
Ｄ
52
軌
道
延
伸
へ

　

総
合
計
画
策
定
事
業
の

令
和
４
年
度
の
実
績
と
現

在
ま
で
の
進
捗
状
況
は
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
対

策
推
進
事
業
の
取
組
み

状
況
は
。

　

Ｄ
52
軌
道
延
伸
計
画
の

今
後
の
予
定
は
。

　

鉄
道
公
園
や
平
山
の
び

の
び
公
園
な
ど
の
遊
具
移

設
に
伴
い
、
町
民
や
利
用

者
の
反
応
は
。

　

ま
た
、
公
園
内
に
日
除

け
設
備
が
な
い
。
今
後
改

良
の
予
定
は
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
に
向
け
た
具
体
的
な

計
画
は
。

　

生
活
交
通
対
策
事
業
で

は
、
地
域
公
共
交
通
の
将

来
計
画
を
具
体
的
に
示
す

べ
き
で
は
。

企
画
総
務
課
長　

令
和
６
年
度

か
ら
10
年
間
の
町
の
計
画
を
第

６
次
総
合
計
画
と
し
て
、
令
和

４
年
度
と
５
年
度
の
２
か
年
で

策
定
し
て
い
る
。

　

策
定
に
あ
た
り
、
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
外
部
委
員
に
よ
る
会

議
等
で
進
め
て
い
る
段
階
で
、

今
後
必
要
に
応
じ
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
開
を
し
て
い
く
。

環
境
課
長　

地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
で
役
場
等
か
ら
排

出
さ
れ
る
C
O
２

削
減
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
令
和
４
年
度

は
１
０
６
０
ト
ン
の
目
標
に

対
し
９
９
０
ト
ン
の
排
出
が

あ
っ
た
。

都
市
整
備
課
長　

ふ
る
さ
と
納

税
の
収
入
状
況
に
も
よ
る
が
、

令
和
６
年
度
に
は
後
方
延
伸
を

進
め
て
い
き
た
い
。

都
市
整
備
課
長　

直
接
町
民
の

声
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
小
さ

な
こ
ど
も
た
ち
の
利
用
は
増
え

た
と
感
じ
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
丸
山
公
園
に

は
日
除
け
も
新
設
し
た
。
今
後

も
利
用
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

環
境
課
長　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
庁
内
の
検
討
会
議
に

お
い
て
導
入
の
可
能
性
を
協
議

し
て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
に
特
化
す
る
こ

と
な
く
、
山
北
町
に
最
適
な
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
て

い
き
た
い
。

企
画
総
務
課
長　

令
和
４
年
度

に
外
部
委
員
を
含
め
た
地
域
公

共
交
通
会
議
を
発
足
し
、
将
来

の
公
共
交
通
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。

　

今
後
、
D
X
の
活
用
や
近

隣
町
と
の
広
域
交
通
等
も
視
野

に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（仮称）山北スマートIC
新たな玄関口を拠点に明るい将来を

新たな遊具設置でみんなで楽しく遊びましょう
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ス
ポ
ー
ツ
広
場

の
利
用
拡
大
へ

検
定
補
助
で

学
力
向
上
へ

　
移
住
・
定
住
促
進
に
向
け
て

　
放
課
後
も
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
過
ご
せ
る
環
境
を

　

ス
ポ
ー
ツ
広
場
使
用
料

の
内
訳
は
。
コ
ロ
ナ
禍
で

利
用
状
況
等
に
変
更
は

あ
っ
た
か
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
中
学

生
へ
の
英
語
検
定
料
補
助

を
開
始
し
た
が
、
実
績
と

今
後
の
学
力
向
上
へ
の
取

組
み
は
。

　

お
試
し
住
宅
活
用
事
業

の
実
績
と
今
後
の
展
開
は
。

　
「
み
ず
か
み
テ
ラ
ス
」
が

完
成
し
１
年
が
経
過
し
た
。

入
居
者
の
反
応
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事

業
は
、
民
間
委
託
後
の
運

営
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う

な
変
化
が
あ
っ
た
か
。

生
涯
学
習
課
長　

町
内
団
体
の

使
用
は
無
料
、
町
外
団
体
は
ナ

イ
タ
ー
使
用
料
の
み
徴
収
し
て

い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
町
外
団
体
利
用

が
増
え
、
町
内
団
体
の
予
約
が

取
り
づ
ら
い
状
況
に
な
っ
た
。

　

今
後
、
町
外
団
体
は
日
中
の

使
用
料
を
徴
収
す
る
な
ど
、
見

直
し
も
検
討
し
た
い
。

こ
ど
も
教
育
課
長　

山
北
中
学

校
生
徒
30
名
に
対
し
て
補
助
を

し
た
。
令
和
５
年
度
は
、
小
学

校
児
童
ま
で
対
象
を
拡
大
し
た
。

　

今
後
は
、
そ
の
他
の
検
定
に

つ
い
て
も
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

定
住
対
策
課
長　

令
和
４
年
度

は
年
間
で
40
週
利
用
、
稼
働
率

76
・
９
％
だ
っ
た
が
、
利
用
後

の
移
住
に
つ
な
が
っ
た
実
績
は

令
和
４
年
度
は
な
か
っ
た
。

　

今
後
も
移
住
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
な
が
ら
関
係

人
口
を
増
や
し
、
定
住
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

定
住
対
策
課
長　

25
戸
の
住
宅

に
対
し
、
令
和
４
年
度
は
満
室

と
な
っ
て
お
り
、
21
世
帯
46
名

の
方
が
町
外
か
ら
入
居
し
た
。

　

完
成
後
は
入
居
者
を
集
め
た

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ビ
ン
ゴ
大
会
、

流
し
そ
う
め
ん
な
ど
を
実
施
し
、

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

生
ま
れ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
教
育
課
長　

委
託
事
業

者
は
他
の
市
町
村
で
も
実
績
豊

富
な
専
門
知
識
を
備
え
た
会
社

で
あ
る
。  

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
研
修
、
オ

ン
ラ
イ
ン
交
流
会
や
外
部
講
師

を
招
い
た
折
り
紙
教
室
な
ど
も

開
催
し
た
。

　

今
後
も
多
方
面
か
ら
協
力
を

仰
ぎ
、
学
童
に
通
っ
て
楽
し

か
っ
た
と
思
え
る
施
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
。

Let‘s enjoy English ！

民間ノウハウ活用で更なる充実を

みずかみテラスでBBQ
地域コミュニティの充実を
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妊
産
婦
に
や
さ
し
い
環
境
整
備
を

山
北
高
校
と
は
積
極
的
な
関
わ
り
を
　
厳
し
い
財
政
運
営

　
　
　
　
課
題
解
決
に
向
け
て

　

令
和
４
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
産
後
ケ
ア
の
実
績

と
今
後
の
展
開
は
。

　

山
北
高
校
地
域
協
働
学

習
推
進
事
業
助
成
金
90
万

円
の
使
途
は
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
で

は
、
令
和
４
年
度
の
繰
越

金
が
わ
ず
か
36
万
円
し
か

確
保
で
き
な
か
っ
た
。

　

今
後
の
財
政
運
営
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

根
本
的
な
問
題
と
し
て

足
柄
上
地
区
に
産
科
医
療

機
関
が
な
い
。

　
町
の
考
え
は
。

　

町
と
山
北
高
校
の
関
わ

り
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

下
水
道
事
業
に
お
け
る

現
在
の
接
続
状
況
と
今
後

の
課
題
は
。

保
険
健
康
課
長　

訪
問
型
が
２

名
、
日
帰
り
型
が
15
名
で
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
母
乳
相
談

等
で
複
数
回
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
保
健
師
か
ら
の
問
い

か
け
を
継
続
し
て
い
く
。

こ
ど
も
教
育
課
長　

こ
れ
ま
で

は
文
科
省
指
定
校
と
し
て
、
３

年
間
国
の
補
助
金
を
活
用
し
地

域
探
究
活
動
を
し
て
き
た
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
は
補
助
事

業
の
終
了
に
伴
い
、
町
か
ら
探

究
活
動
に
対
す
る
補
助
を
行
っ

て
い
る
。　

　

主
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
時

の
バ
ス
代
等
に
利
用
し
て
い
る
。

保
険
健
康
課
長　

令
和
３
年
度

は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
受
診
控
え
の

結
果
、
医
療
費
が
か
か
ら
ず

８
４
０
万
円
を
基
金
へ
積
み
立

て
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
１
年

で
取
り
崩
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

国
保
財
政
は
極
め
て
厳
し

く
、
令
和
６
年
度
か
ら
国
保
税

の
改
定
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
あ
る
。

保
険
健
康
課
長　

上
郡
５
町
と

し
て
も
、
毎
年
県
に
要
望
を
し

て
い
る
が
、
県
の
考
え
は
小
田

原
市
立
病
院
を
利
用
し
て
ほ
し

い
と
の
回
答
で
あ
る
。

　

今
後
も
粘
り
強
く
要
望
を
し

て
い
く
。

教
育
長　

地
域
探
究
活
動
は
国

が
進
め
て
い
る
学
習
で
も
あ
り
、

県
内
で
も
山
北
高
校
は
モ
デ
ル

校
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
町
と
し
て
も
山
北
高

校
を
応
援
し
な
が
ら
連
携
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

上
下
水
道
課
長　

下
水
道
整
備

区
域
内
の
接
続
率
は
90
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
に
下
水
道
使
用

料
の
料
金
改
定
を
し
た
が
、
酒

匂
川
流
域
下
水
道
負
担
金
増
や

令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
る
企
業

会
計
へ
の
移
行
な
ど
、
今
後
は

不
透
明
な
状
況
で
あ
る
。

《
特
別
会
計
》

「パパママクラス」で子育ての不安も解消
産前産後ケアの充実を

探究活動で町の新たな魅力を再発見
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議案等審議の結果
第３回　定例会（９月４日～ 13 日）

件　　　　　名 審議結果 件　　　　　名 審議結果

令和4年度一般会計歳入歳出決算認定
・�歳入決算額は66億3569万円、歳出決算額は64億

3028万円となり、翌年度に繰越すべき財源を含
め、歳入歳出差引2億541万円の剰余金が生じた

認定
令和4年度商品券特別会計歳入歳出決算認定
・�歳入決算額2億4407万円、歳出決算額2億4037

万円で、歳入歳出差引370万円の剰余金が生じた
認定

令和4年度国民健康保険事業特別会計歳入
歳出決算認定
・�歳入決算額13億4168万円、歳出決算額13億

4132万円で歳入歳出差引36万円の剰余金が生
じた

認定

令和4年度水道事業会計利益の処分及び決
算の認定
・�収益的収益は総額1億8738万円、支出総額は1

億7622万円で、損益計算は1116万円の純利益
が生じた。資本的収入は1258万円、支出総額は
6227万円で、4969万円の不足が生じ、当年度分
消費税及び地方消費税の資本的収支調整額等
で補てんした

可決
・
認定

令和4年度後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算認定
・�歳入決算額2億354万円、歳出決算額2億295万

円で歳入歳出差引58万円の剰余金を生じた

認定

印鑑条例の一部を改正する条例
・�電子署名等に係る地方公共団体情報システム

機構の認証業務に関する法律の一部改正に伴
い、改正するもの

可決

令和4年度下水道事業特別会計歳入歳出決
算認定
・�歳入決算額4億253万円、歳出決算額3億8420万

円で、歳入歳出差引1834万円の剰余金が生じた

認定

令和5年度一般会計補正予算（第6号）
・�歳入の主なものは、普通交付税の確定による地

方交付税の増額であり、歳出の主なものは、自治
会要望等に対応するための経費の増額で、歳入
歳出それぞれ5億2924万円を増額し、予算の総
額を58億5123万円とする

可決

令和4年度町設置型浄化槽事業特別会計歳
入歳出決算認定
・�歳入決算額2128万円、歳出決算額853万円で、

歳入歳出差引1275万円の剰余金が生じた

認定

令和5年度国民健康保険事業特別会計予算
（第1号）
・�主に出産育児一時金の増額と前年度繰越金の

確定であり、歳入歳出それぞれ278万円を増額
し、予算の総額を14億3018万円とする

可決

令和4年度山北財産区特別会計歳入歳出決
算認定
・�歳入決算額680万円、歳出決算額488万円で、歳

入歳出差引193万円の剰余金が生じた

認定

令和5年度後期高齢者医療特別会計補正予
算（第1号）
・�主に前年度繰越金の確定であり、歳入歳出それ

ぞれ59万円を増額し、予算の総額を2億108万
円とする

可決

令和4年度共和財産区特別会計歳入歳出決
算認定
・�歳入決算額8054万円、歳出決算額7197万円で、

歳入歳出差引857万円の剰余金が生じた

認定

令和5年度下水道事業特別会計補正予算
（第1号）
・�歳入の主なものは、前年度繰越金の確定であ

り、歳出の主なものは、下水道整備工事の追加
で、歳入歳出2044万円を増額し、予算の総額を
4億3976万円とする

可決

令和4年度三保財産区特別会計歳入歳出決
算認定
・�歳入決算額645万円、歳出決算額521万円で歳

入歳出差引124万円の剰余金が生じた

認定

令和5年度町設置型浄化槽事業特別会計補
正予算（第1号）
・�前年度繰越金の確定であり、歳入歳出それぞれ

304万円を減額し、予算の総額を4543万円とする

可決

令和4年度介護保険事業特別会計歳入歳出
決算認定
・�歳入決算額12億8142万円、歳出決算額12億

5670万円で、歳入歳出差引2471万円の剰余金
が生じた

認定

令和5年度山北財産区特別会計補正予算
（第1号）
・�前年度繰越金の確定であり、歳入歳出それぞれ

34万円を増額し、予算の総額を585万円とする

可決
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件　　　　　名 審議結果 件　　　　　名 審議結果

令和5年度共和財産区特別会計補正予算
（第1号）
・�前年度繰越金の確定であり、歳入歳出それぞれ

494万円を増額し、予算の総額を4739万円とする

可決

山北財産区管理会委員の選任
・委員の任期満了に伴い、選任するもの
「瀬戸成美」氏・「石川喜英」氏・「鈴木雄三」氏・「原 
博志」氏・「野地晴彦」氏・「髙杉光男」氏・「瀬戸雅
弘」氏

同意

令和5年度三保財産区特別会計補正予算
（第1号）
・�歳入の主なものは、基金繰入金の増額であり、

歳出の主なものは、財産区有林整備工事の追加
で、歳入歳出それぞれ136万円を増額し、予算の
総額を716万円とする

可決

共和財産区管理会委員の選任
・委員の任期満了に伴い、選任するもの
「岩本雄二」氏・「井上基仁」氏・「大野博世」氏・「江
上 徹」氏・「濵田登志郎」氏・「岩本宣夫」氏・「小澤
功」氏

同意

令和5年度介護保険事業特別会計補正予算
（第1号）
・�主に前年度繰越金の確定であり、歳入歳出そ

れぞれ3425万円を増額し、予算の総額を13億
1516万円とする

可決

三保財産区管理会委員の選任
・委員の任期満了に伴い、選任するもの
「佐藤光重」氏・「髙橋義雄」氏・「児玉洋一」氏・「豊
田里己」氏・「稲葉一夫」氏・「三尋木延幸」氏・「磯
田正光」氏

同意

令和5年度商品券特別会計補正予算 
（第1号）
・�前年度繰越金の確定であり、歳入歳出それぞれ

98万円を増額し、予算の総額を920万円とする

可決

専決処分の承認（令和5年度一般会計補正
予算（第5号））
・�認定こども園においてエアコン交換工事を早

急に実施する必要があったため

承認

教育委員会委員の任命
・�委員の任期満了に伴い、任命するもの
「佐藤直美」氏

同意
令和4年度山北町の健全化判断比率及び資
金不足比率の報告
・�健全化判断比率及び資金不足比率を報告するもの

報告のみ

私
は
こ
こ
に
注
目
し
ま
し
た
！

９
月
定
例
会
を
振
り
返
っ
て

「町の将来を見据えて」
　福祉教育常任委員として、今回の決算
審議はこんなところに着目しました !!

●�昨年完成した「みずかみテラス」の
入居・コミュニティの現状

●�昨年から始まった山中生への英語検
定受験料補助の効果

●第６次総合計画の策定進捗状況

「一般質問できず…」
　流行りの感染症のため、定例会前半
を欠席してしまいました。用意してい
た一般質問はできませんでしたが、こ
んなことを聞きたかった !!

●�地域特性として町域の大部分が山岳
地帯という地理的要因で、激甚災害
への防災・減災対策

●�今年で発生から 100 年となる関東
大震災などの大地震に備えた、新た
な地域防災計画の推進

冨田 陽子冨田 陽子
福祉教育常任委員長福祉教育常任委員長

大野 徹也大野 徹也
総務環境常任委員長総務環境常任委員長

常任委員長
に聞く
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１番 和
わ

田
だ

 成
あき

功
のり

 議員

４番 高
たか

橋
はし

 純
じゅん

子
こ

 議員

動画はこちら

動画はこちら

問

問

答

答

１．小中学校給食費無償化へ
２．ごみ処理の広域化に向けて

自分らしくいきいきと活躍
できるまちづくりの創出を

１．�補助等を含め実施に向けて�１．�補助等を含め実施に向けて�
検討する検討する

２．�令和11年度中の完成を目指す２．�令和11年度中の完成を目指す

地域共生社会の地域共生社会の
実現を目指す実現を目指す

小
中
学
校
給
食
費
無

償
化
に
向
け
て
の
取
り
組

み
状
況
は
。

　
　

令
和
５
年
度
は
、
全
額

補
助
し
た
。

　

令
和
６
年
度
以
降
は
、
そ

の
財
源
を
考
慮
し
、
一
部
補

助
等
を
含
め
実
施
に
向
け
て

検
討
し
て
い
く
。

答

介
護
保
険
制
度
の
「
知

る
機
会
」
や
「
わ
か
ら
な

い
に
応
え
る
体
制
」
の
相

談
窓
口
は
整
っ
て
い
る
か
。

　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
、
専
門
資
格
を
有

す
る
職
員
を
３
名
配
置
し
、

日
々
の
介
護
保
険
制
度
に
関

す
る
相
談
を
受
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
児
童
委

員
や
一
般
住
民
向
け
に
も「
出

前
講
座
」
を
実
施
し
て
い
る
。

答

０
歳
か
ら
15
歳
ま
で

の
一
貫
教
育
・
保
育
の
現

状
は
。

　
　
「
社
会
の
中
で
他
者
と

よ
り
よ
く
関
わ
り
な
が
ら
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
人
間
力
と
社
会
力
の
育

成
」
を
目
指
し
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

　

今
後
、
取
り
組
み
を
さ
ら

に
深
化
さ
せ
、
切
れ
目
の
な

い
、
よ
り
質
の
高
い
教
育
・

保
育
と
子
ど
も
た
ち
へ
支
援

が
で
き
る
よ
う
、
園
・
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

答

今
後
の
介
護
職
人
材

不
足
を
ど
の
よ
う
な
政
策

で
補
い
町
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
く
の
か
。

　
　

比
較
的
元
気
な
高
齢
者

自
ら
が
介
護
予
防
も
含
め
て

「
支
え
手
」
と
な
る
こ
と
が
望

ま
れ
て
い
る
。
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
助
成
や
介

護
予
防
教
室
の
お
手
伝
い
、

近
隣
住
民
に
よ
る
ご
み
出
し

支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　

最
近
で
は
谷
ケ
地
区
に
て

月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
地
域
住

民
自
ら
運
営
す
る
「
通
い
の

場
」
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
や
人
的
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

答

１
市
５
町
で
進
め
て

い
る
広
域
ご
み
焼
却
場
の

建
設
に
向
け
た
進
捗
状

況
は
。

　
　

広
報
や
ま
き
た
や
町
Ｈ

Ｐ
等
で
町
全
体
へ
の
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
実
施
主
体
や
焼
却

施
設
を
集
約
し
た
後
の
跡
地

利
用
や
不
燃
ご
み
、
資
源
ご

み
等
の
取
り
扱
い
な
ど
も
、

併
せ
て
検
討
し
て
い
る
。

答

若
者
や
女
性
の
起
業
、

新
し
い
挑
戦
を
支
援
す
る

な
ど
、
行
政
が
で
き
る
人

材
育
成
な
ど
の
施
策
は
あ

る
か
。

　
　
「
起
業
」
や
「
新
し
い
挑

戦
」
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
は
、
経
営
を
成
り
立
た
せ

て
い
く
た
め
の
町
の
状
況
や

ニ
ー
ズ
な
ど
の
情
報
提
供
は

十
分
に
支
援
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

答
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３番 瀬
せ

戸
と

 伸
しん

二
じ

  議員

動画はこちら

問

答

１．�商業施設を起点とした循環バス運行を
２．�旧駅前交番、新体育館施設の活用を

１．�現状の山北駅が適当と考える１．�現状の山北駅が適当と考える
２．�レトロな町並みを生かした�２．�レトロな町並みを生かした�
イベントを検討するイベントを検討する

東
山
北
駅
周
辺
の
商

業
施
設
で
は
、
循
環
バ
ス

の
利
用
者
の
乗
降
が
多
い
。

日
中
の
時
間
帯
に
お
い

て
商
業
施
設
を
起
点
と
し

た
ダ
イ
ヤ
編
成
を
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

　
　

循
環
バ
ス
は
、
山
北
、

向
原
、
岸
地
区
の
幹
線
道
路

を
循
環
し
て
運
行
し
て
い
る
。

　

ど
こ
を
起
点
に
し
て
も
新
た

な
メ
リ
ッ
ト
は
発
生
し
な
い
。

答

山
北
駅
前
交
番
跡
地

の
利
用
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　

町
で
は
、
こ
の
跡
地
を

利
用
す
る
予
定
は
な
い
が
、

県
が
ど
の
よ
う
に
利
活
用
す

る
か
注
視
し
て
い
く
。

　

県
は
予
算
が
確
保
で
き
次

第
解
体
撤
去
し
、
以
降
県
で

の
利
用
予
定
は
未
定
と
聞
い

て
い
る
。

答

新
山
北
体
育
施
設
は
、

山
北
駅
北
側
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
に
す
べ
き
と
考
え

る
。
そ
の
上
で
、
施
設
の

活
用
方
法
が
重
要
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

　
　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
年
代
に
親
し
ま

れ
、町
民
一
人
ひ
と
り
が
「
よ

り
よ
く
生
き
る
」、
ま
さ
に

「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
を
創
造
」
と

い
う
幅
広
い
目
的
に
合
う
施

設
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

山
北
駅
前
は
、
レ
ト
ロ
な

街
並
み
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

答

11 番 児
こ

玉
だま

 洋
よう

一
いち

  議員

動画はこちら

問

答

１.丹沢湖周辺地域の地域振興は
２.町設置型浄化槽会計の将来は

１.地域振興策を検討する１.地域振興策を検討する
２.最善策を検討する２.最善策を検討する

丹
沢
湖
周
辺
の
遊
休

地
利
活
用
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　

閉
園
後
の
三
保
幼
稚
園

や
旧
丹
沢
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
・
旧
ハ
イ
ツ
＆
ヴ
ィ
ラ

等
の
跡
地
利
用
は
、
現
時
点

で
具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

　

今
後
、
地
域
振
興
が
図
れ

る
よ
う
、
地
元
住
民
の
声
を

聞
き
な
が
ら
第
６
次
総
合
計

画
に
位
置
付
け
て
い
き
た
い
。

答

地
域
振
興
計
画
に
は

外
部
有
識
者
を
交
え
た
協

議
会
組
織
を
立
ち
上
げ
て

は
ど
う
か
。

　
　

現
時
点
で
は
、
協
議
会

組
織
等
の
発
足
は
考
え
て
い

な
い
。

　

ま
ず
は
、
庁
舎
内
で
地
域

振
興
策
を
検
討
す
る
。

町
設
置
型
浄
化
槽
の

維
持
管
理
費
は
町
負
担

だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
今
後

個
人
へ
払
い
下
げ
、
自
己

負
担
と
す
る
旨
の
ア
ン

ケ
ー
ト
が
あ
っ
た
。

話
が
違
う
の
で
は
。

答

　
　

こ
れ
ま
で
県
の
補
助
金

を
財
源
に
維
持
管
理
費
を
充

当
し
て
き
た
が
、
令
和
４
年

度
か
ら
補
助
が
で
き
な
い
と

回
答
が
あ
っ
た
。

　

払
い
下
げ
は
ひ
と
つ
の
案

で
あ
り
、
ま
ず
は
県
へ
の
要

望
を
継
続
し
な
が
ら
、
最
善

策
を
検
討
す
る
。

町
か
ら
の
補
助
を
考

え
る
べ
き
で
は
。

　
　

維
持
管
理
区
分
を
精
査

し
、
一
部
を
町
負
担
で
補
う

な
ど
、
利
用
者
の
声
を
踏
ま

え
た
う
え
で
具
体
策
を
決
定

し
て
い
く
。

答答
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７番 冨
とみ

田
た

 陽
よう

子
こ

 議員

動画はこちら

問

答

聴覚障がい者に
　　　寄り添う社会を

近隣自治体と調整し近隣自治体と調整し
６年度から見直していく６年度から見直していく

聴
覚
障
が
い
者
の
緊

急
時
通
報
シ
ス
テ
ム
の
進

捗
状
況
は
。

　
　

現
在
町
で
は
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
向
け
て
調
整
中
で

あ
る
。

　

小
田
原
市
は
、
役
場
開
庁

時
間
外
に
お
い
て
１
１
９
番

通
報
時
に
消
防
本
部
か
ら
手

話
通
訳
者
を
直
接
派
遣
す
る

シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
る
。

　

足
柄
上
地
区
と
し
て
年
度

内
に
導
入
予
定
で
あ
る
。

答

手
話
通
訳
者
は
、
月

１
回
以
上
の
研
修
を
受
け

る
等
、
技
術
の
向
上
が
図

ら
れ
て
い
る
。

専
門
職
に
見
合
っ
た
報

酬
費
へ
の
見
直
し
は
。

　
　

６
年
度
よ
り
、
専
門
職

に
見
合
っ
た
報
酬
額
に
１
市
５

町
で
揃
え
ら
れ
る
よ
う
見
直
し

て
い
く
。手

話
通
訳
者
の
派
遣
の

範
囲
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。

安
心
し
て
生
活
が
お
く

れ
る
よ
う
派
遣
の
範
囲
を

見
直
し
て
は
。

答

　
　

６
年
度
開
始
を
目
途

に
、
厚
生
労
働
省
の
モ
デ
ル

要
綱
に
準
じ
た
形
で
町
の
要

綱
を
修
正
し
、
手
話
通
訳
者

を
派
遣
で
き
る
内
容
や
範
囲

を
見
直
し
て
い
く
。

県
内
で
は
半
数
以
上

の
自
治
体
で
手
話
通
訳
者

が
役
場
窓
口
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。

筆
談
で
対
応
し
て
い
る

当
町
も
設
置
し
て
は
。

　
　

近
隣
自
治
体
の
設
置
状

況
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
６

年
度
よ
り
適
切
な
配
置
を
検

討
し
て
い
く
。

答答

２番 池
いけ

谷
や

 仁
きみ

宏
ひろ

  議員

動画はこちら

問

答

災害を未然に防ぐためには

地域住民、事業者と地域住民、事業者と
更なる連携を図って行く更なる連携を図って行く

ナ
ラ
枯
れ
伐
倒
を
早

急
に
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

　
　

令
和
４
年
度
は
６
本
の

ナ
ラ
枯
れ
を
伐
倒
し
た
。
令

和
５
年
度
は
予
算
を
組
み
替

え
、
公
共
施
設
、
町
道
沿
い

の
ナ
ラ
枯
れ
を
20
～
30
本
伐

倒
し
て
行
く
予
定
。

　

個
人
、
民
地
に
つ
い
て
は

３
分
の
１
を
補
助
し
、
上
限

10
万
円
と
す
る
。

答

事
業
者
と
の
災
害
時

に
お
け
る
連
携
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
な

ど
と
部
分
的
な
も
の
は
結
ん

で
い
る
。
自
治
体
と
違
い
応

援
種
別
に
違
い
が
あ
る
が
協

定
を
結
ぶ
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
。

答

大
野
山
山
頂
付
近
に

水
利
確
保
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

雨
水
を
利
用
で
き
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
現
状
で

は
、
山
頂
で
受
水
槽
を
管
理

し
て
い
る
。
畜
産
事
業
者
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
水
利
と

し
て
利
用
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
。

答

昨年度の大野山火事

町道のナラ枯れ倒木
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やまきた町議会

おしゃべり Cafe
　新体制となった議会では初となる「おしゃ
べりカフェ」を再開しました。
　当日は猛暑の中、閉店時間をオーバーする
ほど町の将来に向けた文字どおり『熱い』ご
意見を伺いました。

8/20 山北駅前 Cafe NICO
◆�町の防災監などを講師に、生涯学習センターを

利用し、各自治会や町民向けに防災講演など
があると防災意識の向上につながるのでは。

◆�自治会要望の回答を役場の御用聞きスペースな
どに張り出してはどうか。特に継続案件などはい
つから継続なのか、いつ実施してもらえるのか。

◆�洒水の滝に行く歩道脇にカラーコーンがあって
景観が悪い。もっと観光地らしくお客様を迎え
られるように入口から整備した方がいい。

◆�デジタル社会・電気自動車・ドローンなどを駆
使した防災・物流などへの展開を。DX やドロー
ン操縦などは、中学生から部活動などで教育
を図っては。

◆�山北駅前の再開発の取組み状況は。地元を集
めた集会すらしてくれない。

◆�自治会・祭り行事など次世代継承の難しさをヒ
シヒシと感じる。 ※当日の様子など記載したおしゃべり Cafe

　通信はホームページでご覧いただけます。

研修会レポート

令和５年度町村議会広報クリニック
令和５年８月 25 日（金）　13：00 ～
全国町村議員会館
講師：議会広報サポーター  芳野 政明 氏

「町民の信頼を得るために」

　講義は 「住民に読まれる、 伝わり　議会の見

える化へ」 議会広報の基本と編集でした。

　編集作業の基本として、 写真やキャプションの

活用術、 QR コード、 見出しの重要性、 書体フォン

トや目を引く見出し、 ラフレイアウトなど、 編集作

業のイロハを学ぶことができました。

　そして、 広報紙づくりは住民に活動を見せるの

はもちろん、 住民が議会をどう見て、 どう評価して

いるのか、 議会が身近な存在として 「信頼」 を得

るための成果と周知を行っているかなど、 自治意

識の醸成のためには 「情報なくして広報なし」 と

いうことを改めて実感しました。

　新メンバーでは２回目の広報紙です。 これからも

少しずつスキルアップに努めながら、 町民が手に取

り、 伝わる広報紙面づくりに尽力してまいります。

（記） 高橋 純子
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№214議会のおと№214議会のおと
 広報モニターアンケート 広報モニターアンケート

　12名の議会広報モニターの皆様から、前号のアンケートに回答していただきました。毎回　12名の議会広報モニターの皆様から、前号のアンケートに回答していただきました。毎回
沢山のご意見、ご指摘やアイデアをいただき、すぐ取り入れられるものは早速編集に活かし沢山のご意見、ご指摘やアイデアをいただき、すぐ取り入れられるものは早速編集に活かし
ております。すべてのご意見を載せられず残念ですが、一部をご紹介します。ております。すべてのご意見を載せられず残念ですが、一部をご紹介します。

多様な声がつくる議会だより
モニターの方の声を聴き、住民が何に興味
があるのか、何を求めているのか、議会だ
よりに活かし、より住みよい町にしていき
たいと考えています。

“みんなの声で“みんなの声で
　　議会 　　議会 ●●の おと がの おと が
� もっと身近に”� もっと身近に”

※�全集計結果はホームページ
に掲載しています。

➡これがQRコード
スマホのカメラで読み取ると
紙面等を見ることができます。

おお
も
し
ろ
い
。

表表
情
も
楽
し
か
っ
た
！

全全
員
の
議
員
さ
ん
の
活
動
方

針
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
、

意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
た
。「
議
会

と
町
民
と
の
距
離
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
」
点
で
大
変
有
意

義
で
す
。

町町
の
顔
で
あ
る
議
員
と
町
民

の
皆
様
が
、
お
互
い
に
親

密
感
を
持
つ
こ
と
は
町
に
と
っ
て

大
切
な
こ
と
と
思
う
。

〜議員紹介のページ～

今今
回
か
ら
の
テ
ー
マ
選

回
か
ら
の
テ
ー
マ
選

定
が
斬
新
で
よ
い
。

定
が
斬
新
で
よ
い
。

新新
し
く
な
り
ま
し
た

し
く
な
り
ま
し
た

ね
。
家
族
を
取
り
上

ね
。
家
族
を
取
り
上

げ
る
の
も
新
し
い
し
、
デ

げ
る
の
も
新
し
い
し
、
デ

ザ
イ
ン
も
新
し
く
な
っ
て

ザ
イ
ン
も
新
し
く
な
っ
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
感
が
よ
く

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
感
が
よ
く

出
て
い
る
。

出
て
い
る
。

家家
族
を
テ
ー
マ
に
す
る

族
を
テ
ー
マ
に
す
る

こ
と
と
、「
議
会
を

こ
と
と
、「
議
会
を

身
近
に
感
じ
る
」
の
関
連

身
近
に
感
じ
る
」
の
関
連

性
が
不
明
す
ぎ
る
。

性
が
不
明
す
ぎ
る
。

～表紙・裏表紙～～表紙・裏表紙～

うう
ま
く
構
成
さ
れ
て
い
る
。
モ
ニ
タ
ー
ア
ン

ケ
ー
ト
が
形
だ
け
で
な
く
、
ち
ゃ
ん
と

参
考
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
よ
く
判
る
。

ま
た
紹
介
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
興

味
深
い
。

今今
回
は
12
ペ
ー
ジ
と
大
幅
に
縮
小
さ
れ
、
各

内
容
も
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
非
常
に

見
や
す
く
、
親
し
み
の
あ
る
身
近
な
冊
子
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。

意意
見
を
書
い
て
も
、
議
会
だ
よ
り
に
載
っ
て

も
、
回
答
が
な
け
れ
ば
や
る
気
に
な
ら
な

い
。
表
紙
を
変
え
て
も
中
身
は
変
わ
ら
な
い
。

〜その他ご意見～
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きかせて 山高生の声きかせて 山高生の声

保育園の保護者た
ちが無料で集える
場所がほしい

宮内 優希さん

プレミアム商品券を
定期的に販売してほ
しい！

小澤 功明さん

R246 の渋滞問
題を解消してほ
しい！

池谷 節代さん

気軽に利用できる
運動施設がほしい！

五郎 義樹さん

山北児童館にエアコンを
設置してほしい

大胡田 ひとみさん

高齢者が安心して免許
返納できるよう、通院や
買い物の送迎車をきめ
細やかに！

富山 雅子さん

豊かな自然をより
多くの人に感じて
もらう機会を

藤江 結真さん

移動販売車の

導入を！
瀬戸 正伊さん

子どもたちの笑顔
あふれる町に！

湯川 友里江さん

無償から有償へ！
収益から町民が味わえ
る還元を

佐藤 雄太さん

若 者 に 雇 用
の機会を！
池谷 亜歳さん

循環バスを平山地区
の高台にも走らせて
ほしい！

湯川 益美さん

町民VOICE聴かせて聴かせて

あなたあなた
のの声声

【テーマ】山北町にのぞむこと

15

令和５年11月　№ 215� やまきたまち　議会だより



議会事務局 75-3653お問い合わせ

第４回定例会（予定）
議会の傍聴においでください

庁舎内テレビでも放映しています
12月5日（火）～12月5日（火）～

木
の
魅
力
を
広
く
深
く
、

　
　
　
　
　
　
多
く
の
方
へ

向
原
地
区
在
住　

池い
け

谷や　

賢ま
さ
るさ
ん

　

山
北
町
を
拠
点
に
木
工
品
メ
ー
カ
ー

と
し
て
株
式
会
社
を
設
立
し
４
年
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

約
10
年
前
に
妻
の
地
元
で
あ
る
山
北

町
に
移
住
し
、
家
族
と
共
に
自
然
豊
か

な
こ
の
素
敵
な
町
で
ア
ウ
ト
ド
ア
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が

ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
商
工
会
青
年
部
に
所
属
し
、
地
元
事
業
者
と
共
に
町
の

発
展
に
取
り
組
み
な
が
ら
町
の
魅
力
を
感
じ
、
町
と
の
絆
を
深

め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
山
北
町
の
木
も
活
用
し
、
自
然
保
護
や
町
へ
の
貢
献
、

そ
し
て
山
北
町
の
魅
力
を
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
へ
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

　

未
来
の
子
ど
も
た
ち
が
山
北
町
出
身
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に

思
え
る
よ
う
に
、
山
北
町
の
み
ん
な
で
豊
か
な
自
然
を
守
り
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
を
楽
し
み
な
が
ら
や

り
続
け
ま
す
。

編
集
メ
ン
バ
ー

児
玉
　
洋
一

池
谷
　
仁
宏

和
田
　
成
功

高
橋
　
純
子

冨
田
　
陽
子

町議会
YouTubeチャンネル
一般質問などの動画を配
信していますので、チャ
ンネル登録お願いします

　

議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
生
き
抜
く
町
内
事
業

者
や
様
々
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
の
家
族
写

真
を
表
紙
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

表紙
テーマ

編集委員の つぶやき
　食欲の秋、栗を食べる手が止まりません。
現在私は第２子を授かり、来年１月初旬に出
産予定です。議会運営委員会を中心に出産後
の環境整備を進めており、今後議員になる方
が妊娠出産しても働きやすい議会になるよう
色々進めていきたいです。
 
　11 月後半から産休に入り（令和２年度に
会議規則で産前７週、産後８週間の産休の規
定が定められた）、議会をしばらくお休みし
ますが、元気な赤ちゃんと共に皆さまにお会
いできたらと思います。

（記）冨田 陽子

16

やまきたまち　議会だより� 令和５年 11月　№ 215


